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つくばプロジェクトの概要 

１．日時・参加生徒数  ８月６日(火)～９日(金)／参加生徒 ３年生１０名 ４年生１０名 

２．行程 

１日目：大阪市立大学人工光合成研究センター、大阪造幣局 

２日目：神戸大学、ＳＳＨ生徒研究発表会、理化学研究所計算科学研究センター（京） 

３日目：チームラボボーダレス、株式会社チームラボ、国立科学博物館 

４日目：国土地理院、筑波実験動物園、ＪＡＸＡ筑波宇宙センター 

３．活動を終えて 

人工光合成研究センターは、理科の授業で学んだ「光合成」が研究の基礎であることの説明などから、普段

の学習の重要性を実感した。 

チームラボボーダレスでの「ホンモノ」を体験することで、「テクノロジー」は如何にあるべきかについてそれぞ

れ深く考えるきっかけになった。 

研修全体を通して、生徒たちは普段の学習の大切さ、勉強をつなげていくことの重要性を知るとともに、今ま

での学校生活で身に付けてきた力を様々な場面で発揮していた。 

 

 

生徒の感想 

●今回の研修では、大学に行ったり、様々な施設を訪れるなど、いつも生活している中では体験できないことを多く

体験できた。その中でも人工光合成の仕組みなどといった科学につながる知識も得られた。また、授業で使っている

ＡＴＬスキルも多く使っていけて、とても重要なスキルだったと身をもって感じられた。 

●多くの研修場所を周り、多くの分野の研究について知ることができた。一見バラバラな研修場所であったが、人工

光合成研究センターで学んだことが神戸大学のお話と結びついたり、学校で学習したことが、大学の研究に結びつい

たりと、今学んでいることが具体的に結びつく瞬間に多く出会った。結びつくと今まで勉強した内容がより身近に感

じて、深く理解することができた。 

●今回の研修で自分は「１つの研修先につき、１つ以上の質問を」を心がけて参加した。実際、ほとんどの研修先に

て質問をすることができた。質問をすることで一番感じたのは、話が広がるということである。新たな視点が生まれ、

別の知識を得ることができるので質問はとても重要な要素である。また、質問についてはつくばプロジェクトの前に

参加した社会科学特論（グローバルリーダー育成サマーキャンプ）にて発言や質問について学んだ。別の研修で学ん

だことを今回の研修ですぐ活かせたという部分が良かったと思う。 

▲ＪＡＸＡを訪問しました。 
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つくばプロジェクトでたくさんのことを学びました！ 
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